
防府市 内水浸水想定区域図

近年の気候変動に伴う降雨量の増加や雨水の浸透面積の減少により、

全国で内水氾濫が頻発するようになったことに伴い、令和3年7月に水防
法が改正され、下水道による浸水対策を実施する全ての団体は、想定

最大規模降雨に対する内水浸水想定区域図を作成することとなりました。

内水浸水想定区域とは、下水道の排水能力を上回り下水道に雨水を

排除できなくなった場合、または、放流先の河川の水位上昇等に伴い下

水道から河川等に雨水を排除できなくなった場合に浸水が想定される区

域の総称です。

想定し得る最大規模の降雨（1時間降水量143mm）※により、内水氾濫
が発生した場合に想定される浸水の状況を令和5年4月末時点の防府市
の排水施設等の排水能力を考慮して、シミュレーションにより求めたもの

です。

内水浸水想定区域図の作成にあたっては、想定最大規模降雨を超え

る降雨や洪水による氾濫等は考慮していません。そのため、この浸水想

定区域に指定していない区域においても浸水が発生する場合があります。

また、降雨の状況によっては、想定した浸水深と異なる場合があります。

※「浸水想定（洪水、内水）の作成等のための想定最大外力の設定方法」に示されている中

国西部地域の最大降雨量143㎜/ｈを使用。想定方法は平成21年7月21日の時間最大降雨
（72.5㎜/ｈ）を時間雨量143㎜/ｈとした場合で設定しています。

内水浸水想定区域図作成の背景 内水浸水想定区域図

内水浸水想定区域図作成方法

凡例：水害ハザードマップ作成の手引き

令和3年12月改訂版 国土交通省（上図）を採用

内容

内水とは： 市街地側から見て堤防の「内側」にある下水道や水路などの水

を指します。

外水とは： 市街地側から見て堤防の「外側」にある河川の水を指します。 河川

内水と外水について


